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本手法に適した培地の条件を明らかにするため,混合培地 (田土 :バーク堆肥 :ピートモス :パーライ
ト-2:4:1:1)を含む7種類の培地を収量,品質面から検討した結果,培地選択の際には,栽培前の培
地液相率を指標にすることができ,その値が45-55%の範囲に入るよう設定すれば良いことを明らかに
し,この点で,上述の混合培地は本手法に適しているとしたO次に,培地混和によるCRFの全量基肥法
の検討を行ったOまず,窒素施用量でみた場合,15段摘心栽培では 16.2gN/株が適量の範囲内にあるこ
とを明らかにし｡この条件でCRF区とEC値管理による培養液管理区において果実生産性を比較したと
ころ,可販果収量はcRf施用の方が低くなったが,それは主に上位果房における収量差によるものであ
った｡そこで,施用するCRfを生育後期に多く溶出するよう改良した上で果実生産性を培養液管理のそ
れと比較した結果,可販果収量は両区に差がなく,養分吸収量はCRf区の方が少なくなることから果実
生産に対する養分利用効率は高まるとした｡栽培中,木部いっ泌液の成分濃度を経時的に分析した結果,
養分吸収量の処理間における差は主に生育後半に生じていることを明らかにした｡また,cRfを施用し
た場合,定植後2か月頃から土壌溶液中の成分濃度は低くなるが,木部いっ泌液中の成分濃度が極めて
高くなることから,被覆肥料粒子から成分が溶出するとほとんどタイムラグなく根に吸収されていると
いう従来からの仮説を強く支持できるとした｡最後に,施肥の簡略化のために CRfのタンク内施与法
の開発を行ったOまず,タンク内の窒素の硝化を促進する方法を検討し,タンク内にバーク堆肥を添加
し通気処理を行うことで硝化が効率的に進むことを明らかにした｡CRfの施与法が収量等に及ぼす影響
と,タンク内の硝化処理が尻腐れ果発生に及ぼす影響について調べたところ,硝化処理無のタンク内施
与では,従来の培地混和に比べて尻腐れ巣の発生が多くなり可販果収量は低下したが,タンク内で硝化
処理を行うと,培地混和と同等に可販果収量が増加することを認めた｡また,葉柄の汁液分析からCRf
の施用法の違いによって生じる尻腐れ果発生率の差は,NH4-Nがカチオン括抗作用により果実肥大初期
のCa吸収を抑制するためと考察した｡ NH4-Nを 15Nで標識したCRfを用いて,施与法の違いが,木
部いっ泌液中の窒素形態に及ぼす影響を調査したところ,置肥法および硝化処理無のタンク内施与法で
は,培地混和法に比べて施肥窒素の硝化があまり進まないことを明らかにしたOそこで,硝化処理を施
したタンク内施与法を長期促成栽培に適用したところ,果実収量および果実生産に対する養分利用効率
は培地混和法のそれと同等となること,さらに培地混和法より培地中の残存養分量は少なくなり,CRf
タンク内消化処理は経済的にも適用可能な手法となりうるとしたb以上の成果は,トマトの防根給水ひ
も栽培において,より簡易で省力的な管理手法を提示したもので博士の学位 (農学)に値するものと判
定した｡
